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資料１ 現下の雇用情勢と人手不足感について（道内）
①完全失業率と有効求人倍率の推移

（単位：％） （単位：倍）

○ 足下の雇用情勢は、求職者が引き続き高水準にあり厳しさがみられるものの、有効求人倍率（常用）は１．１６倍と持ち直しの動き

がみられる。新型コロナウイルス感染症や物価上昇が雇用に与える影響に留意する必要がある。

完全失業率4.3％
（2008年10月）

有効求人倍率0.41倍
（2008年10月）

有効求人倍率0.97倍
（2020年4月）

完全失業率2.1％
＊コロナ前

（2019年10月）

北海道労働局職業安定部

2008年９月
リーマンブラザーズ破綻

2020年４月
緊急事態宣言発令

▲0.37

ﾎﾞﾄﾑ 0.91倍
（2021年4月）

完全失業率2.5％
（2020年4月）

ﾋﾟｰｸ 3.7％
（2022年4-6月）

完全失業率5.9％
（2011年6月） +0.25

有効求人倍率0.31倍
（2009年5月）

有効求人倍率1.16倍
（2022年10月）

完全失業率3.1％
（2022年7-9月）

有効求人倍率1.28倍
＊コロナ前

（2019年12月）

▲0.10
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②有効求人数や有効求職者数の動向

○ 令和４年１０月の月間有効求人数（常用）は９４，８３８人（前年比＋１２．１％）、コロナ感染拡大前（令和元年１０月）の水準

に近づいており、持ち直しの動きがみられる。

○ 同月の有効求職者数（常用）は８２，０５０人（前年比▲３．３％）で６か月連続の減少となった。

（単位：人）2008年９月
リーマンブラザーズ破綻

有効求人数
94,838

（2022年10月）

有効求職者数
82,050

（2022年10月）

有効求職者数
107,122

（2008年10月）

有効求人数
48,738

（2008年10月）

2020年４月
緊急事態宣言発令

コロナ前
95,498

（2019年10月）

コロナ禍ボトム
73,823

（2020年5月）

コロナ前ボトム
71,913

（2019年12月）

ピーク
有効求職者数

142,013
（2011年4月）

ボトム
有効求人数

37,818
（2009年12月）

○有効求人数とは、
前月から「繰越された求人数」と

当月の「新規求人数」の合計数をいう。

○有効求職者数とは、
前月から「繰越された求職者数」と

当月の「新規求職申込件数」の合計数をいう。
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③新規求人数や新規求職者数の動向

○ 令和４年１０月の新規求人数（常用）は３５，０１７人（前年比＋９．５％）、令和２年３月より２０か月連続前年同月を上回った。

○ 令和２年４月以降、コロナ禍での新規求職者数（常用）の動向はほぼ均衡で推移。

コロナウイルス感染者増加で求職活動を止める者や、物価上昇による家計への影響で、新たに働きに出る者の動向に留意。

2008年９月15日
リーマンブラザーズ破綻

ピーク
新規求職者数

42,616
（2011年4月）

新規求職者数
15, 259

（2022年10月）

新規求人数
35,017

（2022年10月）

新規求人数
19,617

（2008年10月） ボトム
新規求人数

13,986
（2009年12月）

2020年４月
緊急事態宣言発令

コロナ前
17,108

（2019年10月）

コロナ前
36,703

（2019年10月）

コロナ禍ボトム
25,056

（2020年5月）
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④所別にみた有効求人倍率について

●各所別有効求人倍率（常用）の推移

（①令和元年10月➡②令和2年10月➡③令和3年10月➡④令和4年10月）

① ② ③ ④ ④ｰ① ① ② ③ ④ ④ｰ①

北海道 1.27 ➡ 0.97 ➡ 1.00 ➡ 1.16 -0.11 室　蘭 1.61 ➡ 1.30 ➡ 1.27 ➡ 1.44 -0.17

札　幌 1.39 ➡ 0.98 ➡ 1.03 ➡ 1.15 -0.24 岩見沢 1.31 ➡ 1.21 ➡ 1.23 ➡ 1.46 ＋0.15

札幌東 1.03 ➡ 0.73 ➡ 0.77 ➡ 0.87 -0.16 稚　内 1.72 ➡ 1.42 ➡ 1.70 ➡ 1.92 ＋0.20

札幌北 1.14 ➡ 0.79 ➡ 0.80 ➡ 0.88 -0.26 岩　内 2.21 ➡ 1.04 ➡ 1.28 ➡ 1.97 -0.24

函　館 0.98 ➡ 0.73 ➡ 0.76 ➡ 0.94 -0.04 留　萌 1.50 ➡ 1.49 ➡ 1.53 ➡ 2.11 ＋0.61

旭　川 1.22 ➡ 0.98 ➡ 0.97 ➡ 1.16 -0.06 名　寄 1.50 ➡ 1.37 ➡ 1.44 ➡ 1.81 ＋0.31

帯　広 1.55 ➡ 1.30 ➡ 1.24 ➡ 1.31 -0.24 浦　河 1.52 ➡ 1.27 ➡ 1.52 ➡ 1.70 ＋0.18

北　見 1.30 ➡ 1.16 ➡ 1.15 ➡ 1.52 ＋0.22 網　走 1.37 ➡ 1.11 ➡ 1.25 ➡ 1.36 -0.01

紋　別 2.04 ➡ 1.50 ➡ 1.70 ➡ 2.15 ＋0.11 苫小牧 1.38 ➡ 1.23 ➡ 1.15 ➡ 1.39 ＋0.01

小　樽 1.43 ➡ 1.07 ➡ 1.12 ➡ 1.32 -0.11 根　室 1.76 ➡ 1.58 ➡ 1.59 ➡ 2.20 ＋0.44

滝　川 1.28 ➡ 1.02 ➡ 1.06 ➡ 1.18 -0.10 千　歳 1.23 ➡ 0.79 ➡ 0.81 ➡ 1.06 -0.17

釧　路 1.19 ➡ 1.21 ➡ 1.31 ➡ 1.50 ＋0.31
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⑤産業別の新規求人数の状況（令和４年１０月）

○ 令和４年１０月の新規求人のうち、求人増加の主な産業は、宿泊業、飲食サービス業（前年比＋３６．４％）、サービス業

（前年比＋１６．２％）、卸売業、小売業（前年比＋１５．２％）、製造業（前年比＋１１．５％）となっている。

一方、求人減少の主な産業は、情報通信業（前年比▲６．９％）、農林漁業（前年比▲６．５％）となっている。

A,B　農,林,漁業

D　建　設　業

E　製　造　業

食料品製造業

窯業・土石製品製造業

金属製品製造業

はん用・生産用・業務用・電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他の製造業

G　情報通信業

H  運輸業,郵便業

 I　卸売業,小売業

M　宿泊業,飲食サービス業

P　医療,福祉

R　サービス業（他に分類されないもの）　　

　　そ　の　他

　　　合　　　計

（注）新規学卒を除く常用計。

（単位：人、％、ポイント）

増減比

36.4

2.1

▲6.5

▲5.9

5.9

11.5

13.0

7.5

▲20.9

568

増減差

▲30

219

275

9.6

2,372

9,808

3,588

32.6

864

202

582

4153,6864,101

556

95

555

1,621

3,236

10,010

4,170

34.6

35,017

4,302

1,3651,542

3,734

120

211

132

462

101

129

167

177

産    業

460

3,707

2,391

R04年10月 R03年10月

430

3,926

2,666

新規求人に占めるパートの割合

34.1

20.3

15.2

11.3

31,963

16.2

94

▲41

0

3,054

▲6.9596

1,621 0.0

2.0

177

9

▲44

45

▲6
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⑥求職理由別にみた新規求職者の動向について

うち
事業主都合

うち
自己都合

うち
事業主都合

うち
自己都合

2020年10月 16,167 3,701 11,167 3,323 7,337 1,299 ▲5.5 ▲13.0 ▲1.3 14.7 ▲7.3 ▲15.8

11月 13,575 3,223 9,374 2,811 6,177 978 ▲5.0 ▲14.7 3.1 12.2 ▲0.3 ▲30.8

12月 13,211 3,209 9,114 3,290 5,478 888 ▲0.8 ▲11.4 5.8 21.0 ▲1.2 ▲18.4

2021年1月 16,747 4,324 11,348 3,452 7,450 1,075 ▲4.4 ▲9.5 ▲0.5 6.9 ▲2.9 ▲19.1

２月 16,997 5,637 10,038 2,887 6,698 1,322 3.0 2.6 3.6 5.2 3.0 ▲0.2

３月 20,122 6,018 12,158 3,665 7,954 1,946 6.6 0.0 7.2 5.6 8.5 28.4

４月 24,603 3,887 18,885 6,904 10,511 1,831 7.1 16.1 2.5 ▲2.5 6.3 51.8

５月 15,069 3,132 10,700 3,000 7,128 1,237 ▲0.4 10.9 ▲6.9 ▲26.4 4.4 53.5

６月 15,470 3,674 10,467 2,770 7,231 1,329 ▲9.0 3.8 ▲13.7 ▲33.6 ▲2.0 0.0

７月 15,307 3,846 10,245 2,615 7,053 1,216 ▲4.4 13.7 ▲9.5 ▲26.7 ▲3.2 ▲6.6

８月 15,131 3,961 9,808 2,212 7,054 1,362 8.4 20.1 6.1 ▲8.8 9.4 ▲3.8

９月 14,612 3,940 9,402 2,115 6,822 1,270 ▲0.8 4.9 ▲3.7 ▲20.2 2.3 4.5

10月 15,640 3,931 10,347 2,696 7,111 1,362 ▲3.3 6.2 ▲7.3 ▲18.9 ▲3.1 4.8

11月 15,336 3,851 10,197 2,749 6,954 1,288 13.0 19.5 8.8 ▲2.2 12.6 31.7

12月 13,438 3,390 9,074 3,065 5,648 974 1.7 5.6 ▲0.4 ▲6.8 3.1 9.7

2022年1月 16,893 4,552 11,262 3,275 7,457 1,079 0.9 5.3 ▲0.8 ▲5.1 0.1 0.4

2月 15,208 5,072 9,093 2,194 6,423 1,043 ▲10.5 ▲10.0 ▲9.4 ▲24.0 ▲4.1 ▲21.1

3月 19,819 6,022 11,915 3,165 8,120 1,882 ▲1.5 0.1 ▲2.0 ▲13.6 2.1 ▲3.3

4月 23,930 3,893 18,270 5,950 10,738 1,767 ▲2.7 0.2 ▲3.3 ▲13.8 2.2 ▲3.5

5月 17,542 3,733 12,337 3,196 8,415 1,472 16.4 19.2 15.3 6.5 18.1 19.0

6月 16,457 3,966 11,059 2,705 7,739 1,432 6.4 7.9 5.7 ▲2.3 7.0 7.8

7月 14,795 3,430 10,118 2,352 7,268 1,247 ▲3.3 ▲10.8 ▲1.2 ▲10.1 3.0 2.5

8月 15,437 3,754 10,185 2,160 7,518 1,498 2.0 ▲5.2 3.8 ▲2.4 6.6 10.0

9月 14,762 3,519 9,927 2,071 7,360 1,316 1.0 ▲10.7 5.6 ▲2.1 7.9 3.6

10月 15,259 3,666 10,416 2,492 7,440 1,177 ▲2.4 ▲6.7 0.7 ▲7.6 4.6 ▲13.6

無業者
新規求職
申込件数
（合計）

在職者 離職者
新規求職
申込件数
（合計）

在職者 離職者 無業者

原数値（人） 前年比（％）

求職理由別新規求職者の推移


